
社会科学習指導案
平成 年 月 日（木）２校時15 10 23

５年２組（視聴覚室・図書室） 指導者 林 信也・寺川行厚

授業の視点

まとめる過程において、調べる過程でグループ化し、タイトルをつけた事実や気付き同士を
をキャッチカードやワークシートを活用して段階的に関連付け、再構成していく活動を取り入
れたことは、児童が、相互の関連に着目していく必要感を高め、調べてわかったこと、ここか
ら考えられることをまとめるために有効であったか。

わたしたちの生活と情報（小単元：情報の活用）Ⅰ 単元名

Ⅱ 考 察

１ 児童の実態 （在籍 男子14名 女子12名 計26名）

児童は、社会科との出会いからこれまで、問題解決的な学習の経験を重ねてきた。例えば、

３年「わたしたちのくらしと商店」では、校区や市内の商店街を通した追究をもとにめざす商

店街について発信や交流活動に取り組んだ。また、４年「開けゆくきょうど」では、地域とゆ

かりの深い「天狗岩用水開削」にかかわる見学、体験的活動を通して、５年「わたしたちの生

活と食料生産」では 「イネ」にかかわる発展的活動を通して学びを深めてきた。、

これらの学習の中で、児童の多くが、見学や体験をしたり、資料をもとに調べたり、まとめた

ことを多様な方法で表したり、伝え合ったりするなどの具体的な活動に楽しさや喜びを見いだし

てきた。しかし、目新しいことが体験できる、パソコンが使える、紙芝居やクイズが友達とでき

るといった、活動の特性や形態、方法等への楽しみが主になり、なぜ活動するのかという目的や

動機はわきに押しやられ、大方は楽しかったで終わってしまいがちである。また、活動を通して

社会的な事象の意味や働きを追究していける児童は限られている。活動することに楽しさを見い

だすにとどまり、問題解決に十分至っていないことがうかがえる。

このことは、調べる、まとめる過程の学びの在り方と深いかかわりがあると考えられる。事象

に関心を寄せ、追究に意欲を見せながらも、調べ方やまとめ方に支援を要する児童が多い。これ

、 、 。までの学習経験により 必要な資料を収集したり 選択したりする力は徐々についてはきている

しかしそれを十分生かしきれず、資料からの読み取りやそれら相互に対する分類・整理が不十分

であることに気付かなかったり、気付いていても判然としないまま他の活動へと関心が移ってし

まったりする児童の姿が見られる。そのため、追究の方向がそれたり、行き詰まったりしてしま

う。このような児童に対して、追究の視点（問題解決に結びつく着眼点）の見直しや資料活用の

技能などの側面から支援を重ねてきた。しかし、調べる、まとめる過程における直接的な手だて

については、これまで十分な工夫や改善を図るまでには至らなかった。

児童が、社会的事象のもつ意味や働きを追究していくには、資料から読み取ったことを調べる

過程では比べ、分類･整理していくこと、まとめる過程ではつなげ、再構成していくことなどの

活動を取り入れていくことが大切であると考える。

資料から読み取ったことを比べる、つなげる活動を通して、それらに対する確認や見直しの意

識を高めるとともに吟味を重ね、価値を見い出し、相互の関連に着目しながらそれらの意味する

ところを統合してとらえていくことにより、社会的事象の意味や働きを追究していく力を育てて

いけるものと考える。



２ 教材観

、 、 。本単元は 学習指導要領の第５学年の目標(１)(３) 内容(３)を受けて設定したものである

今日、様々なメディアを介して間断なくもたらされる多種多様な情報にどのように応じ、向

き合っていくかが、社会生活を営む上で私たちにとって大きな課題となっている。絶えず変化

しながら押し寄せる情報に対処していく力が今後ますます重要になってくることは想像に難く

ない。その意味で、情報産業と自らの生活とのかかわりを考えていく中で、役立つ情報を見極

め、有効に活用していこうとする意識を高めていくことは、[生きる力]をはぐくむことに結び

ついていくものと考える。

また、こうした情報に対する見方・考え方は、問題解決的な学びの過程を通して深められ、

学びの中に形となって現れてくると考える。児童は、解決のための資料等を吟味しながら、比

較する、関連付けるなどして、表現や発信のための活用を図っていく。本単元は、その学習過

程において、追究内容を実感したり、身をもって実現したりしながら学びを深めていける教材

であり、情報産業に従事する人々の工夫･努力や情報の活用に対する見方や考え方を各自の学

びの在り方に位置付けていくことが期待できるものといえる。

３ 系統性（他単元・教科・領域との関連）

本単元の学習

「わたしたちの生活と情報」
・我が国の情報産業に従事する人々の工
夫や努力、それらの産業と国民生活と
のかかわりから、情報産業の働きや情
報の有効な活用が大切であることを考
える。

Ⅲ 目標・評価規準

目 我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や努力、それらの産業と国民生活

３年社会科「わたしたちのくらしと商店」
・地域の販売にかかわる仕事に携わっている人々の工夫

３年社会科「わたしたちのくらしとものをつくる工夫」

・地域の生産にかかわる仕事に携わっている人々の工夫

４年社会科「安全なくらし」
・人々の安全を守るための関係機関の働きとそれらに従事す
る人々の工夫・努力

４年社会科「住みよいくらし」
・ごみ処理や飲料水の確保にかかわる人々の工夫や努力・く
らしとのかかわり

５年社会科「わたしたちの生活と食料生産」
・我が国の食料生産に従事する人々の工夫・努力、食料生産
の課題

５年社会科「わたしたちの生活と工業生産」
・我が国の工業生産に従事する人々の工夫や努力、工業生産
の特色、貿易と運輸の働き

６年社会科「わたしたちの生活と政治」
・我が国の政治の働きと民主政治の考え方

２年国語「今週のニュース」
・生活の中から伝えたい題材を見つけ、ニュース方式で表現
する。

４年国語「伝えたいことをはっきりさせて書こう 新聞~
記者になろう」

・生活の中から知らせたいことを取材し、記事に表現する。

５年国語「伝え方を選んでニュースを発信しよう」
・身の回りからニュースをさがし、伝え方を工夫しながら表

。現・発信する

６年国語「伝えたい何かを見つけよう」
・生活の中から課題を見つけ追究し、その成果を表し方や伝
え方を工夫して発信する。

みなみ（総合的な学習 「パソコンを使おう」）
・パソコンを通して、情報にかかわる関心を高め、処理、技
能、表現、活用、発信などの力を養う。

・
・
・
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標 とのかかわりについて理解し、我が国の情報産業の発展に関心をもつ。

おおむね満足できる 十分満足できる
・我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や ・我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や
努力、それらの産業と国民生活とのかかわりに関心を 努力、それらの産業と国民生活とのかかわりに関心を
もち、調べようとする。 もち、進んで調べようとする。評

【 】 【 】社会的事象への関心・意欲・態度 社会的事象への関心・意欲・態度

・我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や ・我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や

努力、それらの産業と国民生活とのかかわりから、国 努力、それらの産業と国民生活とのかかわりから、国

民生活における情報産業の働きや情報の活用のもつ意 民生活における情報産業の働きや情報の活用のもつ意価
味を考える。 味をとらえ、それらに対して自らの考えをもつ。

【社会的な思考・判断】 【社会的な思考・判断】

・我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や ・我が国の情報産業（放送局）に従事する人々の工夫や

努力、それらの産業と国民生活とのかかわり及び情報 努力、それらの産業と国民生活とのかかわり及び情報規
活用の在り方等について、的確な視点から見学や体験 活用の在り方等について、的確な視点から見学や体験

的学習をしたり、基礎的資料を活用したりして調べ、 的学習をしたり、基礎的資料を効果的に活用したりし

その成果をまとめたり、表現したりする。 て調べ、その成果を工夫してまとめたり、目的に応じ

【 】準 【観察・資料活用の技能・表現】 た方法で表現したりする。 観察・資料活用の技能・表現

・我が国の情報産業（放送局）は、国民生活に大きな影 ・我が国の情報産業（放送局）は、国民生活に大きな影

響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であ 響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であ

ることを理解する。 ることを多面的に理解する。

社会的事象についての知識・理解 【社会的事象についての知識・理解】【 】

Ⅳ 指導方針

児童が、情報の活用のもつ意味を追究していくことができるよう、問題解決的な学習の調べ

る、まとめる過程において、次のように資料から読み取ったことを比べる、つなげる活動を取

り入れていく。

○ 資料から読み取ったことを比べる活動

、 、 、調べる過程において 児童が 追究の視点即して資料から読み取った事実や気付きに対して

、 、確認や見直しの意識を高めるとともに吟味を重ね それらがもつ価値を見いだしていけるよう

以下のように資料から読み取ったことを比べる活動を働きかけていく。

・ 追究の各視点(行楽・レジャー、医療、交通、宅配便、気象）に即して資料から読み取っ

た事実や気付きを相互に比較し、重なりを取り除いたり、不必要なものを切り捨てたり、不

足しているものを付け加えたりして、蓄積・分類・整理していけるよう、記録する段階から

次のように「キャッチカード」の活用を働きかけていく。

（付箋式の記録カード）キャッチカード
せん

・ 一枚のカードには一つの事実やそれらにかかわる気付きを書くようにする。

・ 事実と気付きは色別に区別して記録していくようにする。

・ 書き切れないときは番号をつけ、別のカードに書くようにする。

・ カードには見出しをつけるようにする。

・ 児童が、カードの蓄積や分類･整理のための操作がしやすいように、大判の台紙上での取

組を働きかける。

・ 児童が、資料から読み取った事実や気付きの共通点や相違点、重要性、妥当性などに着目

しながら相互に吟味を重ねていけるよう、分類・整理の段階で、再度追究の視点に即して蓄

積した事実や気付きをグループに分けたり、グループごとにタイトルをつけたりするよう働

きかけていく。

○ 資料から読み取ったことをつなげる活動

まとめる過程において、児童が、資料から読み取った事実や気付きの相互の関連に着目して

いく必要感を高め、それらの意味するところを統合してとらえていけるよう、以下のように資



料から読み取ったことをつなげる活動を働きかけていく。

・ キャッチカードやワークシートの活用を促し、グループ内からグループ間への事実や気付

きの関連付けや再構成が次のように段階的に図られていくようにする。

① グループごとにつけたタイトルを手がかりとし、タイトルの基となった共通項に着

目しながら、順序性や関連性を考え、グループ内のつながりの再構成を試みる。

② 相互のタイトルの順序性からグループ間の事実のつながりを検討し、グループ内の

構成同士の関連性を考えながら｢調べてわかったこと｣として再構成を試みる。

③ ②をもとにグループ間の気付きのつながりを検討し、グループ間の構成同士の関連

性を考えながら｢ここから考えられること｣として再構成を試みる。

・ 各段階を通して、つながりの支障となる構成要素、あるいはタイトルそのものの妥当性に

ついて吟味し直したり、つながりを補う新たな事実や気付きを追加したりするよう働きかけ

ていく。

これらとともに、各過程において以下のような指導方針をとるものとする。

○ 総合単元的な視点から、各教科、総合的な学習、業前活動等との関連を図り、学習の動機

付けや発展の場として効果的に位置付けるようにする。

○ つかむ過程では、児童が、情報の活用について関心を高め、切実性を伴う問題を見いだし

たり、追究の視点を具体的にとらえたりできるよう、問題へと結びつく場面を設定した共有

性のある具体例(｢沖縄への初めての家族旅行｣)を通して追究を働きかけていく。

○ 見通す過程において、

・ 児童が、追究に際してより明確な見通しをもつことができるよう 「学び方ガイド」の活、

用を働きかけ、具体例を交えながら、必要な学び方について理解を促していく。

・ 児童が、各自の学びの在り方や成果をふり返ったり、見直したりすることができるよう、

見通す過程から 「お見通し！チェックカード」の活用と「お見通し！ステーション」での、

交流活動を働きかけていく 「お見通し！チェックカード」と「お見通し！ステーション」。

については、次のように位置付け、取り扱うものとする。

お見通し！チェックカード 自己、相互の学びをふり返る評価カード。自分の学びをふ

「 」 「 」、り返る マイポジション と友達の取組や教師の助言をふり返る なるほどポジション

次時に向けた「お見通し！チェック」により構成する。

お見通し！ステーション 自己、相互のふり返りを共有し各自の取組に生かしていく

ための交流の場。カードの掲示や場の移動などの環境設定が容易で必要に応じて弾力的

に機能するよう配慮する。

○ 調べる過程において、

・ 資料活用の観点から、個の学び方に応じたきめ細かな指導・支援の充実が図れるよう、学

習タイプによる次の２コースを設定し、活動を展開する。

【じっくりコース】 資料のわかり具合を確かめながら、先生や友達と相談して調べを進めていく

いろいろな資料を自分で集め、わかり具合を確かめながら調べを進めていく【ぐんぐんコース】

・ 児童が、追究の見通しに基づいて、適切な観点から追究を深めたり、広げたりしていくこ

とができるよう、教科書を学びを支える起点となる資料として位置付けていく。

・ 児童が、資料活用において、新たな学び方を見いだしたり、それらの共有・交流を図り取

組に生かしたりしていくことができるよう 「学び方ひろば」を以下のように設定し、活用、

を働きかけていく。

学び方ひろば

・ 資料へのかかわり方に関する図書資料、資料活用にかかわる基礎的な知識を補うヒ

ントカード 「お見通し！ステーション」により構成する。、



・ 各コース間を連絡する場にスペースを確保し、共有が図られるようにする。

・ 図書資料、ヒントカードは、選択の幅をもたせ、自由に活用できるようにする。

・ 「ステーション」は、必要に応じて「学び方」にかかわる話合い・交流の場として

機能する常設の環境とする。

○ ねり合う・表す・伝え合う過程では、児童が、個による学びを共有しながら相互に生かし

合っていけるよう、各段階に応じた交流及び自己・相互評価の場や形態を工夫していく。

○ 見つける過程では、児童が、個の学びやそれらをつなぎ合わせた同視点グループによる表

現や発信の内容をもとに、情報の活用のもつ意味をとらえていけるよう、具体的事例におい

て設定されている場面を満たす（場面設定に適う情報を有効活用する）にはどのようなこと

に気をつければよいか、異なる視点から成る班ごとの話合いや発表を促すとともに、それら

に対する討論会を働きかけていく。

○ 解決する過程では、児童が、情報の活用のもつ意味にかかわる的確な気付きを相互に結び

つけながら問題解決に至れるよう、学習のふり返りの見取りをもとに、意図的な働きかけを

工夫していく。

※は学習形態、他は一斉Ⅴ 指導計画 （ 全11時間予定）

主な評価項目(方法)【観点】過程 時 学 習 活 動 教師の主な支援及び指導上の留意点
・ ・ ・放送局の見学、情放送局の見学や家庭での情報の活用 情報の活用の様子調べについては 「いつ、ど、

報の活用調べ、具調べから、気付いたことや疑問に こで、だれが、どこから、どんなことを、何

体例に関心をもっ思ったことを話し合う。 のために」の観点から促しておき、それらの

ている。つ 交流から情報や情報を取り扱う仕事について

(観察・発表）見方や気付きを広げていけるようにする。

【 】・気付きや疑問をもとに「沖縄への ・共有性のある具体例の中に様々な面から情報 関・意・態

・それらをもとに問初めての家族旅行」という具体例 と向き合う必然性を伴う場面を設定し、それ

題や追究の視点をか １ の中の場面設定について確認し合 らを満たすために目を向ける必要のある情報

考えている。い、それらを通して問題と追究の について気付きを促すことにより、追究の視

（発表・お見通しチ視点をつかむ。 点や手だてを具体的にイメージしたり、追究

ェックカード）問 題 の切実感を高めたりしていけるようにする。

【 】む 様々なかたちでもたらされる情報をわたしたち ・問題に照らして具体例の場面設定を介した情報 思・判

の活用の仕方に対する追究が、問題の解決に結はどのように活用していけばよいのでしょう。

びついていくことを理解できるようにする。具体例の場面設定をもとにした追究の視点

・情報を受け取る側だけでなく、送る側の立場○行楽・レジャー情報 ○医療情報

からも追究していくよう働きかけていく。○交通情報 ○宅配便情報 ○気象情報

・ ・自分の視点につい※ ・同視点の班に分かれ、情報をどの 学び方ガイド や お見通しチェックカード「 」 「 」

て予想したり、そT T ように活用していったらよいか、 の活用を促し、自らの予想をもとに調べ方を

こから適切な調べ見 ・ 各視点から追究するための見通し とらえていけるよう助言していく。

・ 方を考えたりして班 （予想や調べ方 互いの見通しに対して共有・交流し合う場を）を立てる。

いる。別 ・ 取り入れることにより、一層の見直しが図れ「お見通し！ステーション」で、追

(観察・お見通しチ通 究の見通しについて交流し合う。 るようにする。

・ ・ ェックカード]）２ これまでの学び方のふり返りに基づ 学び方ガイド」の活用やこれまでの学び方の「

【 】く自己診断や学習相談を通して、 ふり返りを促すことにより、自分に合った適 思・判

自分に合った調べ方のできそうな 切な調べ方をイメージできるようにする。す
コースを選ぶ。

[じっくり]※ じっくりコース ぐんぐんコース じっくりコース担当Ｔ ぐんぐんコース担当Ｔ

・追究の視点をもと個 ・同視点班から各コースへ分散し、 ・ 学び方ひろば」の共有、活用を促し、よりよ「

に、教科書を起点人 先生や友達と相 教科書から得た い調べ方を見いだしていけるようにする。

、・ 談して、教科書 手がかりをもと ・追究の視点をもとにした資料の精選や活用が次のように とした資料を吟味



活用している。調 学 を中心とした資 にいろいろな資 段階的になされるよう促す。 発展的になされるよう促す。

[ぐんぐん]習 料のわかり具合 料を自分で集め ・ ・、 教科書から調べ始める 教科書から手がかりにな

・追究の視点をもとタ を段々に確かめ わかり具合を確 ・もっとくわしく調べた る事柄を見つけ出す。

に教科書を起点とイ ながら調べてい かめながら調べ いことについて主に先 ・それらをもとに主に自分で

した多様な資料をプ く ていく 生や友達と調べる。 資料を集めていく。

。べ 別 ・教科書から調べたこと ・教科書とそれらの資料を併 吟味活用している

[活動状況、お見通少 に付け加えていく。 せ調べを膨らませていく。

）人 ・個の見取りに応じ、意図的に学習相談を働き しチェックカード

【 】数 かけていく。 観・技・態

・資料から読み取っ・キャッチカードを活用し、資料か ・事実と気付きは色別に区別する、一枚に一つ

た事実や気付きにる ３ ら読み取った事実や気付きを記録 の事実・気付きを記録する、個々に見出しを

対して、追究の視・ ・蓄積し、それらをグループ化し、 つけるなどの約束を確認する。

点に即した確認や４ タイトルをつけて分類・整理する。 ・蓄積、分類、整理は大判の台紙上で行うよう

見直しを重ね、見働きかける。

いだした価値を表・蓄積の段階からキャッチカード同士の比較を

現している。働きかけ、相互に取捨選択、加除修正等を加

（ 、えながらグループ化したり、タイトルをつけ キャッチカード

お見通しチェックたりしていけるようにする。

カード）

【 ）【 】観・技・態 思・判

・追究の視点に即し※ ・グループ化し、タイトルをつけた ・キャッチカードは、事実、気付きのつながり

た相互の関連に着ま TT 事実や気付き同士をキャッチカー を考える際の並べかえ、組みかえ、追加、削

目し、調べてわか・ ドやワークシートを活用して、グ 除等の操作に活用していくよう働きかける。

ったこと、ここかと 個 ループ内からグループ間へと段階 ・ワークシートの様式を工夫し、事実や気付き

ら考えられること人 的に関連付け、再構成し、｢調べて の関連付けや再構成を段階的に図る一助とな

をまとめている。め わかったこと｣、｢ここから考えら るようにする。

（ワークシート、５ れること｣をまとめる。 ・グループ化された事実、気付きの共通項やグ

お見通しチェックる 本 ループのタイトルに着目して順序性や関連性

カード）を考えていくよう個に応じ助言を重ねていく。

【 】時 思・判

・ ・ ・追究したことを生ね 各コースでまとめたことを同視点班 班内での、各自が調べたり、まとめたりした

かしながら話し合り で分類・整理したり、関連付けた ことの比較、関連付けを促し、そこからどん

っている。合 りして、適した方法で表現・発信 なことがわかるか、考えられるかを引き出し

（ 、 ）う ６ する。 ていけるようにする。 観察 ワークシート

【 】／表 ７ ＊新聞の特徴を使って表してみよう ・ 思・判班内でのねり合いをもとに、目的に合った表

・目的に応じた方法す／伝 ８ ＊放送局の見学や体験を生かして伝え 現や発信の方法を発想していけるよう働きか

で表現したり、発え ９ てみよう ける。

。合 等 信したりしている

（ 、 ）う 観察 発表資料

【 】観・技・態

・ ・ ・追究、交流したこ伝え合ったことをもとに、異なる視 具体例の場面設定について、各視点からの追

とをもとに話し合見 点から成る班に分散し、班ごとに 究からわかったり、考えたりしたことを結び

っている。具体例の場面設定に対して「こん つけて考えていくよう働きかけていくことに

（観察 【知・理】つ な場合、どんなことに気をつけて より、問題に迫っていけるようにする。 ）

・ ・情報の活用のもつ10 情報を手に入れたり、役立てたり 異なる視点から追究した児童より成る班相互

意味をとらえていけ していったらよいか」話し合い、 の討論会を働きかけることにより 「なぜその、

る。班ごとの発表に基づいて討論する。 ようにするのか」という点に目を向け、情報

（発表、お見通しる の活用のもつ意味に気付いていけるようにす

チェックカード）る。

【 】思・判

情報活用の意味のとら・討論会をもとに、どのように情報 前時の討論内容にかかわる学習のふり返りの ・・

えを問題と結びつけて考解 に向き合っていけばよいか話し合 見取りをもとに、情報の活用のもつ意味に目

えている。決 11 い、問題を解決する。 を向けた気付きを意図的に取り上げ、それら

（発表・お見通しチェッす 相互の関係から問題との結びつきを考えてい

【思・判】る けるようにする。 クカード）



Ⅵ 本時の学習

１ 目 標

｢『沖縄への初めての家族旅行』のために情報をどのように活用していったらよいか」につ

いて、各自の追究の視点に即して資料から読み取ったことをつなげ、調べてわかったこと、こ

こから考えられることをまとめる。

２ 準 備

児 童：キャッチカード及び整理用台紙、お見通しチェックカード、学び方ガイド

教 師：ワークシート、評価の見取り表、学び方ひろば

３ 展 開

過程 学 習 活 動 支援・指導上の留意点時間

○本時の学習について知り、活動の見 ・本時は、グループ化しタイトルをつけた

つ 通しをもつ。 キャッチカードをもとに、資料から読み

か 取ったことをつなげ、まとめていくこと

む を知らせる。５ キャッチカード、ワークシートの活用

／ ・ ・ワークシートにより、グループ内のつなグループ内のつながりの再構成

見 がりを考えるところから段階的にまとめ分 ・グループ間のつながりの再構成

通 （ ていく手順を確認する。調べてわかったこと）

す （ ・キャッチカードの便利な点について投げここから考えられること）

かけ、並べかえ、組みかえ、追加、削除

等の操作に生かしていけるよう促す。

カードを並べかえたり、組み○キャッチカードの見直しやグループ ・キャッチ

合わせたりすることがつながりを考え追 ごとのタイトルをもとに、

。・グループ内のつながりを考え、ワー る手だてになることを投げかけていく

究 クシートにまとめる。 ・グループのタイトルやその基となった事

・それぞれのグループのタイトルを順 柄に着目していくよう働きかける。

す 序を考える手がかりとしながら、グ ・うまくつながりを見い出せない児童には

ループ間の事実のつながりを考え、 問題や追究の視点の想起を促し、各カー

る ワークシートに｢調べてわかったこ ドの内容やタイトルについて再度見直し35
と｣をまとめる。 ていくよう働きかけるとともに、つなが

／ ・ 調べてわかったこと｣をもとに、グ りの支障となる事実や気付きを指摘した「

ループ間の気付きのつながりを考え り、つながりを補う事実や気付きを追加、

と ワークシートに｢ここから考えられる したりするよう働きかけていく。

分 こと｣をまとめる。 ・順序性や関連性を考える上で必要に応じ

ら 接続語や指示語を用いていくよう働きか

けるとともに、見取りに応じ適切な用い

え 方ができるよう助言していく。

・的確な取組を展開している児童を賞賛し

る 具体的に紹介するなどして相互の学び合



いが促されるようにする。

・事実に基き自分の考えを的確に表現して

いる取組を賞賛する。

・本時の学習をふり返り 「お見通し ・自らの学びについて見直したり、自信や、

ふ チェックカード」に記入する。 安心感を深めたりしていけるよう投げか

り けや助言をしていく。

か ５ ・ お見通しステーション」への掲示を働「

え きかけ、学びにかかわる交流・共有が一

る／ 分 層促されるようにする。

見 ・次時の学習内容について知る。 ・個々が学び得たことを同視点班でさらに

直 比べたり、つなげ合ったりして、まとめ

す ていくことを伝え、次時への期待感がも

てるようにする。

問題追究のための具体例



つなげる活動において活用を図ったワークシート

お見通しチェックカード


